
校訓「真面目」を貫き、真に信頼される人を育成
海外や地域、スポーツで活躍する人材を多数輩出

創立以来、100年にわたり、優れた人材の輩出で地域社会に大きく貢献している学校法人東邦学園。
東邦高等学校と愛知東邦大学の歩みと特長などについて、理事長の榊 直樹氏が語った。

経済発展目指し商業学校創立
野球やサッカーの強豪校に

　学校法人東邦学園の前身となる東邦商業

学校が、「真に信頼して事を任せうる人格の

育成」を建学の精神に掲げ創設されたのは、

1923年のことだ。愛知県で石炭商として事

業を成功に収め、衆議院議員、貴族院議員

などを務めた下出民義が私財を投じて設立

した。下出は、現在の理事長を務める榊 直

樹氏の曾祖父にあたる。

　「建学の精神には、経済活動は信頼がな

ければ成り立たない、という思いが込めら

れています。商業学校で、真に信頼される人

格を鍛え上げ、培った人材を輩出すること

が、経済の発展にも結びつくと考えました。

さらに、経済学者を志した祖父・義雄の願

いもあって、私財を投じて甲種実業学校を

設立したのです。大正時代の商業学校とし

ては珍しく、未来の国際化を見据え、英語

の授業を増やした独自のカリキュラムでし

た」（榊氏）

　また、大きな特長と言えるのが、積極的

なクラブ活動の推進だ。

　「サッカーや野球、弁論などに力を入れま

した。とくに野球は、中途半端な戦力では

なく、一気に強いチームを作りたいという思

いがあり、満を持して1930年に硬式野球部

を設立しました。その後、1934年のセンバ

ツに初出場、初優勝の快挙を果たしました。

そこから8年連続で甲子園に出場し、優勝3

回、準優勝1回という輝かしい成績を収めま

した」（榊氏）

　同学園は、まさに文武両道の人材育成を

目指し、これまでに多数の優れた人材を社

会に送り出し続けている。

全国レベルのアスリートや
探求力を備えた国際人育成

　学制改革に伴い、東邦高等学校が発足し

たのが1948年だ。

　「高校には、普通科と美術科を設置して

います。高校としては珍しい美術科は、30

年の歴史があります。普通科には、普通コー

ス（文系・理系）、文理特進コース、人間健

康コース、国際探究コースを設けています。

人間健康コースは、主に野球やサッカーの

選手を対象にしています。高い運動能力を

育むのはもちろん、専門的な授業で健康・

スポーツの意義が理解できます。また、現

役引退後に指導者や審判になるための知識

や、スポーツビジネス、自らのブランディン

グを含め、心技体揃った全国レベルのアス

リートを育成しています」（榊氏）

　ブランディングやスポーツは、専門知識を

持つ大学教員が指導するなど、高大連携の

カリキュラムも採り入れている。同じコース

で切磋琢磨し、チームワークが身に付けら

れ、人間健康コース開設後は野球部、サッ

カー部の対戦成績も上がったという。また、

商業学校時代から吹奏楽部に注力し、現在

のマーチングバンド部は海外でも演奏活動

を行うほどの高レベルだ。

　「国際探究コースでは、語学に力を入れる

だけでなく、『探究』に着目しました。正解

を見つけにくい時代を迎え、絡み合ったも

のを自分の力で解きほぐすように、その解

決策や打開策を見つける力を養います。模

擬国連、世界遺産の歴史や環境など、国際

社会を多角的に学べます」（榊氏）

オンリーワンの自信や誇りを
地域と共に学べる大学づくり

　2023年に創立100周年を迎える同学園で

は、時代に合わせた教育方針を掲げている。

　「現在は教育を取り巻く環境が大きく変

化しています。それぞれが果たす役割は比

較できません。個々の生徒や学生には、自

分に何がふさわしいかを自己判断できる力

が求められています。高校、大学を通じ、そ

れぞれの生徒や学生にふさわしい学びを提

供しています」（榊氏）

　一方で、建学の精神にもある、誰からも真

に信頼できる人の育成と、校訓「真面目」は、

現在も今後も変わることなく教育の主柱に

据えて、大切にしていく方針だ。ひたすらに

「真面目」を貫く姿勢を通じて、やがて大きな

信頼を醸成することに繋げてほしいという。

　愛知東邦大学は2001年に開学。経営学部、

人間健康学部、教育学部を設けている。

　「大学としては後発で、知名度も高くはあ

りません。それでも本学を志望し、入学した

学生には、誇りや自信を持ってほしいと思っ

ています。『オンリーワンを、一人に、ひと

つ。』というコンセプトフレーズには、ひとつ

でも誇りや、学生全員が持つクレドを通じ

て、自分にしかないものを持ってほしいとい

う願いを込めています」（榊氏）

　他者とベストワンを競うのではなく、自分

にとってのオンリーワンを大学生活で培う

ことで、社会で役に立つ自信や誇りに結び

つくという。

　「大学では大きな特色として、地域と密着

した教育を掲げています。地域に課題や学

びの場を求め、名古屋や愛知で活躍できる

人材を育てています。東海圏だけでなく、全

国の各地域も視野に入れ、沖縄県の読谷村

と包括連携協定を結んでいます。読谷村村

長推薦者特別奨学生制度により、卒業後に

現地に戻り、地域社会の発展を担う人材を

育てています」（榊氏）

　大学では講義以外にも、学びの場として

学生自身が自分たちで運営する「寮」を開

設。学外からの来訪者とも接することで、実

践的な社会教育を学んでいる。

　100周年を迎えた同学園は、世界に発信

することで海外にも学びを届け、学齢時だ

けでなく、世代を問わずに学べる環境づくり

などにも注力していく方針だ。同学園は、社

会や時代の変化に柔軟に対応し、未来を担

う人材を育んでいく。

学校法人東邦学園
理事長  榊 直樹

学校法人東邦学園
 ［住所］〒465-8515　愛知県名古屋市名東区平和が丘3丁目11　
 ［電話］052-782-1241　 ［HP］https://www.toho-gakuen.jp　
●創立：1923年　●学生・生徒数：愛知東邦大学1,460名、東邦高等学校1,824名（2022年度）　
●教員数：愛知東邦大学59名、東邦高等学校100名　●代表者：理事長 榊 直樹　
●学部・学科：愛知東邦大学 経営学部・人間健康学部・教育学部、東邦高等学校 普通科・美術科

東邦学園100周年ブランドシグネチャー愛知東邦大学正門 東邦高等学校正門

Naoki Sakaki

企画／矢動丸プロジェクト

テレビ番組連動企画

Webサイトでも視聴できます

賢者の選択

ビジネス情報番組 一人の思いが世界を変える。
https://kenja.jp/

賢者の選択賢者の選択

サンテレビ［兵庫県・大阪府全域］

4月10日（月）
22：00～ 放送

BS12 TwellV［全国放送］

4月9日（日）
 18：00～ 放送


